
一
二
六

編
　
集
　
後
記

　
古
来
、
め
ぐ
る
季
節
に
人
の
世
の
移
り
行
き
を
思
う
こ
と
が
多
い
。
こ
と
し

の
春
は
、
よ
り
い
っ
そ
う
そ
の
感
が
深
い
。

　
わ
れ
わ
れ
同
志
杜
大
学
国
文
学
研
究
室
に
と
っ
て
、
何
人
に
も
代
え
が
た
い

指
導
者
で
あ
っ
た
土
橋
寛
教
授
の
退
職
の
こ
と
が
あ
る
か
ら
だ
。
古
稀
の
年
と

て
慶
賀
の
意
を
表
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
は
、
先
生
の
馨
咳
に
接
す

る
機
会
が
少
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
寂
蓼
の
思
い
を
消
す
こ
と
が
で

き
な
い
。

　
と
も
あ
れ
、
先
生
の
さ
ら
な
る
御
健
勝
と
、
後
学
へ
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
御

指
導
を
願
い
つ
つ
、
こ
こ
に
同
志
杜
国
文
学
の
さ
さ
や
か
な
一
巻
を
土
橋
寛
教

授
退
職
記
念
号
と
し
て
捧
げ
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
い
。

　
本
号
を
飾
る
た
め
に
、
東
京
経
済
大
学
坂
下
圭
八
教
授
か
ら
玉
稿
を
寄
せ
ら

れ
た
こ
と
は
望
外
の
喜
び
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
本
学
の
寄
稿
者
南
波
浩
教
授

に
。
対
し
て
も
深
く
感
謝
す
る
。
ま
た
、
土
橋
寛
教
授
の
近
影
は
本
学
卒
業
生
の

生
形
貴
重
君
に
よ
る
こ
と
も
記
し
て
お
き
た
い
。

　
な
お
、
土
橋
寛
教
授
の
御
経
歴
、
研
究
業
績
等
は
土
橋
寛
教
授
古
稀
記
念
論

文
集
「
日
本
古
代
論
」
に
掲
載
予
定
で
あ
る
こ
と
を
付
記
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
川
勝
美
）



執
筆
者
紹
介

南
波
　
滞
－

阪
下
圭
八
－

安
永
武
人
－

河
野
仁
昭
－

玉
井
敬
之
－

水
上
　
勲
－

中
　
　
周
子
－

明
川
忠
夫
－

吉
野
政
治
－

…
本
学
教
授

・
…
東
京
経
済
大
学
教
授

・
…
本
学
教
投

－
：
同
志
杜
史
史
料
編
集
所
主
任
本
学
嘱
証
講
師

…
・
本
学
教
授

－
：
兵
庫
県
立
尼
崎
西
高
等
学
校
教
諭

　
帝
塚
山
大
学
非
常
勤
講
師

－
－
木
学
昭
和
五
十
三
年
度
卒
業
牛

…
同
志
杜
香
里
高
等
学
校
教
諭

－
：
京
郁
府
立
東
稜
高
等
学
校
教
諭

　
　
　
　
　
　
（
題
字
土
橋
寛
）

、
ｉ
…
１
…
－
投
稿
規
定
・
・
－
…
ｉ
…
－
・
…
１
・
・
－
－
・
…
－
…
１
－
一

一
　
国
文
学
会
機
関
誌
「
同
志
杜
国
文
学
」
は
、
会
員
諾
氏
の
研
　
一

一
究
発
表
の
場
で
あ
り
ま
す
か
ら
進
ん
で
ご
投
稿
下
さ
い
。
枚
数
　
一

一
は
四
百
字
詰
三
十
枚
以
内
。
第
十
四
号
締
切
は
昭
和
五
十
四
二

一
九
月
末
日
厳
守
。
た
だ
し
、
掲
載
論
文
の
数
に
は
限
度
が
あ
り
　
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
一

一
ま
す
の
で
、
論
文
の
採
択
は
編
集
委
員
会
に
一
任
し
て
下
さ
い
　
・

・
：
－
・
…
１
・
…
－
…
一
■
一
一
．
．
．
＝
＝
■
一
…
－
．
…
－
＝
．
．
■
－
…
１
．
…
－
一
…
・
…
．
・
一
…

同
志
杜
国
文
学

昭
和
五
十
四
年
三
月
一
目

昭
和
五
十
四
年
三
月
五
日

編
　
集

第
十
四
号

印
刷

発
行者

編
集
頁
任
者

発
・
ｒ
」

上／
ゴ

印
刷
所

同
志
杜
大
学
国
文
学
会

玉
　
　
井
　
敬
　
　
之

京
都
市
上
京
区
鳥
丸
今
出
川

所
　
同
志
杜
大
学
国
文
学
会

　
　
　
　
振
替
　
京
都
二
七
三
七

京
郁
市
右
京
区
西
院
久
田
町

　
共
同
印
刷
工
業
株
式
会
杜




